
単元の課題解決に向かう生徒の思考の流れと教師の指導・支
援のタイミング

概要版

歴史的な見方・考え方を働かせて課題を追究できる生徒の育成
～歴史的事象を大きなまとまりとして捉えるための単元構想と｢キーワード｣に着目する学習指導の工夫を通して～
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研究の概要

主題設定の理由

【県】「学校教育の指針」

「平成29年告示 中学校学習指導要領」

｢生きる力｣を育むために｢主体的・対話的で深い学び｣の
実現に向け、｢各教科等の特質に応じた物事を捉える視
点や考え方（見方・考え方）｣を働かせる授業改善を目
指す。

比較したり関連付けたりするなど、「社会的な見方・考
え方」を働かせて社会的事象を捉える。

｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業を推進
する。

社会的な見方や考え方を育み、学びを実感できる指導の工
夫をする。

【市】「平成30年度 まえばし学校教育充実指針」

「平成30年度 各教科等指導の努力点」

研究構想図

基本的な考え方

｢武家政治の成立とユーラシアの交流｣ ３/６時の例

３/６時の例

｢歴史的な見方・考え
方｣と｢多様な視点｣
｢追究の方法｣

複数の歴史的事象を大きなまとまりとして捉え、特
色などを考察し掴むための授業改善が必要

「キーワード」

「キーワード」に着目する学習指導

・生徒が課題追究の中で発見

・教師が構想の中で設定

「各時代の特色を明らかにしたうえで我が国の歴史
を大きく捉える」（次期学習指導要領解説社会編）

歴史的事象を大きなまとまりと
して捉えるための単元の構想

大きなまとまりとして捉えるために、歴史的事象の
共通の側面を掴む

同一でなくてもよい

自分なりの考え
をもち、自分の
言葉で表現

｢キーワード｣を用いて歴史的事象を
関連付けて考察できるように支援

手立て１ 手立て２

教師の「単位時間の課題」設定の手順（①～⑤）



武士の登場

平氏政権

鎌倉幕府の
成立

元寇から幕
府滅亡

◆

◆

◆

◆

単元構想の考え方

実践の概要

手立て１ 複数の歴史的事象を大きなまとまりとして捉えるた
めの単元の構想

第6時
｢単元の課題｣の解決に取り組む

「鎌倉時代の武士による国づくり」が進んだ様子を、単位
時間の学習を振り返り大観する。最初に個人で、国づくりに
貢献したと思われる重要な歴史的事象を５つ選んだ。続いて
小グループで重要度が高いものを３つに絞り込んだ。その際、
どのような視点で考えたのか、絞った３つに関わる｢キー
ワード｣としてどのような言葉が挙げられるのか、その根拠
は、といった事柄を掲示用シートにまとめた。小グループで
まとめたものを発表し、それを参考に個人で｢単元の課題｣に
取り組んだ。

単元計画の作成（全6時間）

実践例 中世の日本(武家政治の成立とユーラシアの交流)全６時間

第6時 「武士による国づくりに貢献したのは誰のどのよ
うな政策だろう」解決

単
元
の
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
手
が
か
り

第3時
「平氏の政治はどのように栄えたのだろ
う」解決

第2時 「武士が登場し力をもつようになった
のはなぜだろう」解決

「鎌倉幕府による支配はどのように広
がったのだろう」解決

第4時

第1時 「武士による国づくりに貢献したのは誰のどのよ
うな政策だろう」設定

「幕府存続の道を探ろう」解決第5時

単元の課題と単位時間の課題の設定

単元の課題の設定

学習内容の把握(学習指導要領から)

鎌倉幕府の成立、元寇などを基に…
武家政権が成立し、その支配の広
まったこと…を理解する。

時代の転換の様子
や各時代の特色を
考察

古代から中世への転換の様子に気付く。

天皇中心
貴族中心

武士中心

この学習内容を掴むこと
のできる課題を設定。

単元の課題

支配拡大

転
換

武士による
国づくり

「武士による国づくりに
貢献したのは誰のどのよ
うな政策だろう」

学習内容の把握(学習指導要領解説社会編･内容の取扱いから)

武士が台頭して､武家政権が成立し､その支配が広まる…
を扱うようにする。
元寇が国内に及ぼした影響などに気付かせる

倒幕の動き

単位時間の課題の設定①

②

③

①貢献度の大きい歴史的事象を考える(個人)

②貢献度の大きい歴史的事象を考える(グループ)

国づくりには「決まりづくり」が重要であると考え複数の歴史
事象を大きなまとまりとして捉えることができた

「決まりの制定」という
「キーワード」で貢献度を
考えている。

根拠をもって課題の解決に
必要な歴史的事象を選択し
ている。

⑥朝廷とは違う政治
のしくみ…83%

⑨御成敗式目の制定…73%
①武士が力をもつ……72%
⑦封建制度の成立……64%
⑤平氏を打倒…………34%
⑪鎌倉幕府を倒す……25%

①武士が力をもつ ⑦封建制度

②太政大臣 ⑧承久の乱の時の言葉

③外祖父として権力 ⑨御成敗式目の制定

④地頭の設置 ⑩元の襲来を退ける

⑤平氏を打倒 ⑪鎌倉幕府を倒す

⑥朝廷とは違う政治のしくみ ⑫その他（自由記述）

①

単位時間の学習内容を抽出②

（１） （２）

（３）

単位時間の
課題設定

③

★

★

★

◆

◆

◆

◆

4時間分

生徒とともに設定 教師が導き設定

「なぜ」
「どのよう
に」という
因果関係や
推移の様子
を掴むこと
のできる課
題

生徒が複数の歴史的事象を大きなまとまりとして捉えられるように、指導者は「単元の課題」と「単位時間の課
題」とのつながりを意識しながら単元を構想する。これに基づいた単元計画を作成することで、見通しをもった指
導を行うことができ、生徒が歴史的な見方・考え方を働かせて課題を追究できるようになると考えた。



手立て２
「キーワード」に着目して考察するための学習指
導の工夫

キーワードに着目するための指導(資料提示・発問)の
工夫

課題を解決するプロセスとワークシートの活用

学習
過程

段階 課題を解決する５つのプロセス

つか
む

第一
段階

課題の把握
既習事項等の資料を基に｢単位時間の課題｣を把握する。

追究
する

第二
段階

「キーワード」の発見
多様な視点を活用して資料から｢キーワード｣を見出す。この考察を繰り

返すことで、｢単位時間の課題｣の考察に必要な複数の｢キーワード｣を導

き出す。

第三
段階

個人の考察
｢キーワード｣同士を｢歴史的な見方・考え方｣を用いて結び付け、課題に

ついて考察する。その際に、根拠を明確にすることで、歴史的事象を基

にした考察とする。

第四
段階

意見交流
個人で考察したものを生徒同士で交流する。個での考察から集団での考

察を行うことで、自分の考えを明確にしたり、交流の中で考察を深める。

まと
める

第五
段階

考察の深化
交流の中で新たに気付いたことを自分の考察に取り込み、考察を深める。

交流を踏まえて個人で考察する時間を設定することで、考えを広げる。

〇交流を通して自分の考えを深める

プロセスに対応したワークシートを作成し活用

今の発表を参考に、もう一度自分で考えてみましょう

「自分の考察の中に取り入れたい言葉」はありますか？

「キーワード」を上手に活用
して考えるといいですね

生徒が「単元の課題」や「単位時間の課題」に取り組む際、考察を進めるために「キーワード」を活用する。そ
のために、課題を解決するプロセスの各段階で指導の工夫を行い、生徒が課題解決の経験を積み重ねることで、歴
史的な見方・考え方を働かせて課題を解決することができるようになると考えた。

第一段階 課題の把握

第三段階 個人の考察

第四段階 意見交流

第五段階 考察の深化

第二段階 キーワードの発見

平氏政権が続いた理
由を見付けようと、
身を乗り出して資料
に集中する生徒

｢キーワード｣を用いて歴史的
事象を関連付けて考察できる
ように支援

〇

キーワードに着目した考察

交流の結果を取り入れながら「キー
ワード」を中心に考えを深める事が
できるよう、全体に発問するととも
に個別に支援

〇

ｽﾃｯﾌﾟ 指 示

ｽﾃｯﾌﾟ1
注目するポイントを指示
せず、どの資料を見れば
よいか問う。

ｽﾃｯﾌﾟ2
資料の中のどこに注目す
るかについて言葉で示し、
気付かせる。

ｽﾃｯﾌﾟ3
説明しながら、注目する
ポイントを資料上で示し、
確認させる。

 

〇時期・推移に着目させるための発問 

 時期に着目して事実を把握する 「いつ～したのか？」 

 推移に着目して事実を把握する 「どのように変わったか？」 

〇類似や差異に着目させるための発問 

 相違点に着目して事実を把握する 「～と比べて違うところは？」 

 共通点に着目して事実を把握する 「～と比べて同じところは？」 

 問いや予想を見出す手がかり 「なぜ、～が違う（同じ）なのか？」 

〇因果関係などで関連付けるための発問 

 多面的な関連の把握 「なぜ、～しているのか？」 

 「原因－結果」関係の把握 「～になったのは、何が原因か？」 

 「目的－手段」関係の把握 「～は、何のためにしているか？」 

 「条件－結果」関係の把握 「どんな条件がそろうと～となるか？」 

 「仮定－結果」関係の把握 「もし、～だったらどうなるか？」 

 「結果－手段」関係の把握 「～するにはどのような方法があるだ

ろう？」 

 

｢歴史的な見方･考え方｣を働かせるため
の質問例

資料提示のステップ

小グループでの交流、学級での交流、教師
の働きかけによる気付き

交流による気付きを取り入れた考察

質問例を活用した教師の問いから資料を基にキー
ワードを発見する

実践例(３／６)
｢平氏の政治はどのように栄えたのだろう｣
課題

使う順番は？
どのような関係？

なぜ取り入れたい
と思ったのだろ
う？
気付かなかった考
えはあるかな？

自分の考察のどこ
に気付きを加えた
らいいのだろう？

平氏にあらず
んば人にあら
ず

(平家物語)

日本全国はわずかに66か国。そのうち平氏
が支配する国は30余国で、すでに半数をこ
えている。そのほか、荘園や田畑は数えきれ
ないほど所有している。(平家物語)

「キーワード」を活用したり、交流によ
る気付きを生かして考察し、平氏の政治
が栄えた様子について考察を深めること
ができた。



研究のまとめ

今回の実践では「複数の歴史的事象を大きなまとまりとして捉える」ため、単元の再構成を行ってきた。歴史
的事象を大きなまとまりとして捉えるためには一つ一つの歴史的事象についての知識も必要であると考える。そ
こで、今後は、「複数の歴史的事象を大きなまとまりとして捉える」ことを伸ばしつつ、「知識」の習熟と活用
のバランスを取りながら単元の指導計画を作成していくことが必要だと考える。

時代の転換の様子や時代の特色を捉える姿が見られた

「キーワード」に気付き、これを用いて考察を進める姿が見られた

第６時で、生徒は課題に対し、個人で考える際の歴史的事象の選択では、多少ばらけてはいるものの「武士が登
場する様子」「しくみやきまりがつくられていく様子」が分かる歴史的事象を選択している。その後のグループ
での活動を経ると、「しくみやきまりがつくられていく様子」が分かる歴史的事象を選択し課題の解決に取り組
めた。

〇

上記の結果から、生徒は時代の転換の様子を的確に掴んで表現しており、歴史的事象を大きなまとまりとし
て捉えることができたと考えられる。

ワークシートの記述や生徒の感想から、複数の歴史的事象を大きなまとまりとして捉える意識をもったことが分
かる。また、「国づくり」を考察する際に共通する視点について気付く様子も見られる。

〇

授業後の生徒の感想

手立て１：複数の歴史的事象を大きなまとまりとして捉えるための単元構想について

手立て２：「キーワード」に着目して考察するための学習指導の工夫について

課 題

成 果

「キーワード」に気付き、複数の｢キーワード｣をつな
ぎ合わせることで、事象同士を因果関係などで関連付
け、課題の解決に向けて活用できる生徒が多くなった。

実践後に実施したアンケート結果を見ると多くの生徒
が「キーワード」を活用して自分の考えをもつことが
できた。

〇

上記の結果から、学習のプロセスや資料の提示、発問の工夫を行ったことで、生徒は「キーワード」に気付くこと
ができた。そして「キーワード」に着目して意見交流を踏まえて考察することで、自分の考えを深め、自分の言葉
で表現できるようになっている。これらから、「キーワード」に着目して考察する学習指導の工夫は有効であった
と考えられる。

第
２
時

第
４
時

キーワードを活用した考察

キーワードの気付き

第
４
時

第6時のワークシート

これらの結果から、生徒は歴史的な見方・考え方を働かせ、複数の歴史的事象を大きなまとまりとして捉
えて自分なりの考えをもち、自分の言葉で表現することができたと分析した。従って、本研究主題である
「歴史的な見方・考え方を働かせて課題を追究できる生徒」を育成できたと考えられる。

〇

減少

減少

減少

97%の生徒が「キーワー
ド」を活用して自分の考え
をもつことについて「でき
た」「よくできた」と回答

生徒が自分で「キー
ワード」を考えるこ
とができるように
なった。

キーワードを活用し
て考察することがで
きた。

生徒の意識が「しくみがつくら
れていく様子」や「きまりがつ
くられていく様子」が分かる歴
史的事象にむけられた。国づく
りに必要な歴史的事象を複数選
び、貴族の世から武士の世への
転換の様子を大きく捉えること
ができた。

国づくりを考察する際に必要となる歴史的事象の選択

「キーワード」を基に交流

歴史的事象

生
徒
の
意
識
が
向
い
た


